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～蓋 で, これを回転の解になるoその各々の臨界角速度は (D｡,M_H二志 とW｡,AT-




意したい O また, vortex lineの始まる臨界回転角速度 Q'C,V.r.｡x- 5h/mであるoこ
れ以上の高速回･転になると, βが回転軸の方向に平行になって vortex lineが格子組織
をなすであろうと云う所の恒藤,藤田の研究にっながると思われる｡
(2) 3rle-A の超流動7)機構と臨界速度







いづれもvcT 蓋 とな-て 1- の細管で約 0･1m-,,secにな-てAda-Sらの実験と
定量的に一致する｡
(3) トー ラスの壁面上の2個の噴水 (花束 )の間の引力と圧力
同じ大きさの循環で符号が同符号か異符号である2個の噴水型 (花束型 )のCの流線
の特異点の運動する方程式を複素ポテンシャルを用いて計算すると,それらの間の反挟
とか惹き合って循環を消し合 うことが計算で示せるのではないかと思う｡
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